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 ヘルシンキの市内はトラム（路面電車）が縦横無尽

に走り回っている。鹿児島市のように道の真ん中に専

用軌道になっているところもあるが、多くは併用軌道

なので、自動車も電車と一緒に走ることになる。特に

左折の時は、電車に注意が必要だ。異国の首都で、路

面電車と事故を起こしたら、両国の新聞に掲載されて

しまう。 

 
 市内に進入するにつれて、交通量も電車量も多くな

ってきた。スウェーデンはボルボが多いが、フィンラ

ンドはトヨタ車が多い。今回借りたレンタカーもトヨ

タのナントカという車だった。燃費の良いハイブリッ

ト車を予約したはずなのだが、なぜか普通の車で、燃

費が悪かった。ハイブリット車は冬の北欧には向かな

いのかも知れない。 

 
 ヘルシンキ中央駅近くの、市中心部までやってきた。

北緯 60°に近く、札幌よりもずっと北なのに、雪がま

ったくない。走りやすくて有難い。ここは何度か歩い

たことがあるので、見慣れた風景だ。左側の建物が中

央郵便局で、そこを右折すると、お目当てのムーミン

専門店がある。 

 
 こんな感じで、トラムの線路の上を走る。問題は駐

車場所だ。夏に来た時にパーキングメーターがあるの

は知っていたが、使い方には自信がない。私は、ヘル

シンキ大使館に勤務していた友人に、メールで問い合

わせておいた。 
暗い今の時期に１０００km走破はさぞ大変であ

ったものと拝察致します。帰路も呉々慎重な運転を

お願い申し上げます。こちら東京は素晴らしい晴天

の元旦で、とても暖かく感じられます。 
  ご照会の駐車の件ですが、路上に設置されてい

る駐車券発券機は、クレジットカードかデビッドカ

ードで支払いができます。かつてはコインで支払っ

ていましたが、今はコイン式は殆どないと思いま

す。helsinki parking で検索すると支払い方法



payment methods が出てきますので、これをご参

照頂けると幸いです。 
 という非常に親切なお返事をいただいていた。しか

しよく調べもしないで、何とかなるでしょ！ぐらいの

気持ちで、市内まで乗りつけてしまった。 

 
 正確には「パーキング・メーター」ではなく、「パ

ーキング・チケット」だった。これで駐車券を購入し

て、フロントガラスの内側に置いておくのだ。そのシ

ステムは東京のものと全く同じだ。 

 
 タッチパネルの表示は、フィンランド語、スウェー

デン語、英語が選べるので、大変助かった。フィンラ

ンドは多言語国家で、公共物（道路標識や公共の建物）

には、ほとんどスウェーデン語も併記されている。ス

ウェーデン語を話せる人が多いのも有難い。 
 面白いのは、支払いの方法だ。カードで支払うのだ

が、日本のように「１時間 300 円」ではなく、0.2 ユ

ーロ（約 30 円）ごとに加算できる。加算するごとに、

駐車時間が 10 分ぐらいずつ増やせるシステムだ。最

後にナンバープレート番号を打ち込めば完了。なかな

か合理的なシステムである。 

 
 無事にパーキング・チケットをゲットできた。 

 
 何か、航空券のようにいろいろ書いてあるが、要す

るに 13:10 まで駐車できますよ！という意味である。 

 
 日本のように「駐車枠」は書いてない。「このへん

からこのへん」という表示だけだ。停め方が下手な人

がいると、駐車可能台数が減ってしまう。チケットの

システムは非常に緻密なのに、駐車方法そのものはア

バウトだった。かくして、目的地のムーミン・ショッ

プも目の前に車を停めることができた。 


